
私は初対面の人に自分
から声をかけることは、
あまりしないので、コミ             
ュニケーション能力を
高めるために、まず挨拶
から増やせるように頑
張っていきたいです。相
手が楽しく話せるよう
に意識し反応していけ
るようにしたいです。       

生活福祉科 

講演を聞いて、改めてコミ
ュニケーション能力の大切
さを認識することができま
した。先生の教えてくださ
ったアドバイスの大半は、
今まで普通に行ってきたこ
とだったので自分の自信に
もつながりました。もっと
自信をもって人に接するこ
とができるよう、私ができ
ていないと思った「同じあ
いづちばかりを使わない」
というアドバイスを実践し
てみたいと思います。     

情報処理科 
       

情報処理科 

今年度の「ひびきあい活動」は、
村瀬 健(むらせ たけし)先生
をお招きして、「お笑い芸人に学
ぶ！豊かな人間関係を築くため
のコミュニケーション術」という
演題で講演を行いました。ワーク
ショップなど生徒と直接対話し
ていただく場面が多く、心に響く
言葉で話して頂きました。 
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「ひびきあい活動」講演会 
令和元年１１月２０日 

岐阜県立海津明誠高等学校 

人と話す時には、人の目を
見て明るい声で話せるよ
うにしたいです。また、人
の立場、気持ちを考えて話
したいです。そして相手の
話をよく聞いて反応し、返
答する時には言葉を選び
ながら話し、豊かな人間関
係を築いていきたいです。 

 
 普通科 

ワークショップでは、「目
も合わせず、うなずいて
もらえない」という態度
をされた時のどんな気持
ちなのかを実感できまし
た。これから人ともっと
仲良くなり、好かれるよ
うになるために、教えて
いくださったことを実践
したいです。 

 情報処理科  
 
 

自分から気軽にできる挨
拶から始めたいとおもい
ました。あいづちをし、た
くさんの友達を作りたい、
信用される人間になりた
いと思えるようになりま
した。僕も村瀬さんみたい
な話しかけやすく話しや
すい人になれるよう頑張
りたいです。 

 生活福祉科  

言葉の返し方で、いつも「う
ん」としか返していません
でした。以外にも「わかり
ます！」「いいですね！」な
どいろんな種類の返し方を
使うことで、相手に良い印
象を与えることがわかりま
した。これから話し方や言
葉の返し方をよく考えて使
っていきたいです。          

情報処理科 
 

  

コミュニケーション能力
は小さなことの積み重ね
だと感じました。挨拶をす
ること、あいづちを打つこ
とだけで相手に良い印象
を与え、人間関係を広く築
くことができるんだとわ
かりました。名前を呼んで
明るく挨拶ができるよう
にしていきたいです。           

普通科 

村瀬先生の講演を聞いて、
豊かな人間関係を築くた
めに大切なことは、3 つだ
けだと知りました。相手の
気持ちと立場を考えて会
話することがまだできて
いないので完全に相手の
話が終わってから話すこ
と、否定をするときは優し
い言い回しをすることに
気をつけたいと思います。
これをきっかけにコミュ
ニケーション力のある大
人になっていきたいと思
いました。   普通科 

私は人見知りが激しく、
上手に会話することがで
きないので今回の話を聞
いて自分もいろんな人と
交流が持てるように、自
分から勇気を出して声を
かけられるようにしたい
と思いました。日常生活
でも実践していきたいで
す。講話の中でワークシ
ョップもあり、周りの人
と実践しながら聞くこと
ができたのであっという
間に感じました。        

生活福祉科 

一年生 

 

二年生 

三年生 

 


